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東支那海におけるマナガツオについて－１

男女群島南西海域における海況と漁況
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緒

(ＥＵＰＨＲＡＳＥＮ）マナガツオ””“”深"zezzs（EUPHRASEN）は本州中部以南から黄海，東支那海および東印

度諸島近海に広く分布している．黄海および東支那海域で漁獲される，マナガツオの漁獲量は水産

庁統計資料によると1959年から1963年までは230～300トンの範囲であったが，1964年には５１０

トンに倍増し，1970年には６６１９トン，1971年には８７８４トンと飛躍的に増加している')2)．

また黄海，東支那海で底曳網およびトロール網で漁獲される魚種のなかでも産業的価値も高く，

漁獲統計で取扱われている主要魚種中生産量は７～８位の上位を占めている．

マナガツオについての研究は従来，卵発生，稚魚期の形態など分類学的立場からの研究3)4)5）が若

干ある程度で海洋環境と漁況との関連について論じた報告も多くはない6)7)8)9）

謙鹿児島大学水産学部練習船かごしま丸（Training-ship‘‘Kagoshima-Maru"，FacultyofFisheries，

KagoshimaUniversity）
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筆者等は1970年，1971年，1972年の各３月鹿児島大学水産学部練習船かごしま丸でトロール漁

業調査を行なったが，このとき漁獲されたマナガツオの漁獲量と同時に実施した海洋観測資料を用

いて漁場環境について検討したのでその結果を報告する

資 料

調査海域は男女群島，女島南西方約５０浬付近北緯３１．と３２．，束経127°と128.の経緯度線で

囲まれた海域である（Fig.１)．期間は1970年３月26日より３月29日までの間，Ｓｔ，２５よりＳｔ，

４０までの１６回，1971年３月16日より３月21日，Ｓｔ、１よりＳｔ，２１までの２１回，１９７２年３月１８

日より３月28日，Ｓｔ、１よりＳｔｏ３５までのうち２９回，合計６６回トロール漁業調査および海.洋観

測を実施した（Figs、２，３)．

水深および徴小海底地形の調査は音響測深儀

(古野電気製,GroundAce，２８Khz,200Khz）

を連続使用して測深を行ない，海底地形の等深

線を５ｍ間隔で表わした．

使用したトロール網はヘッドロープの長さ

38.2ｍ，曳網速力２．５～3.8ノット，曳網中の

網口高さは４．０～6.0ｍであった．

3４０

１２７ｏｌ２８ｏＥ

Ｆｉｇ、２．Ｔｈｅｃｏｎｔｏｕｒｏｆｔｈｅｓｅａｂｏｔｔｏｍ，
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ａｔｉｏｎｓａｎｄｐｏｓｉｔｉｏｎｓ。ｆｔｒａｗ１
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妻雲 結果および考察

１．海流と海底地形の概要対馬暖流は屋久

島西方30.-00'Ｎ，128.-30'Ｅ付近より黒潮本

流より分かれて九州西方沖合を北上し，五島列

島沖合より対馬海峡を経て日本海へ流れている
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といわれ，九州西方沖合での流軸は冬には東偏し，夏には西偏する傾向がみられ，流速は０．５ノッ

トから１．０ノットと季節により変動するとされている．九州西方沖合での対馬暖流は男女群島南西

海域で黄海暖流を分枝し，また秋冬には男女群島付近より九州西岸よりに五島灘，天草灘に向う右

旋反流が卓越する．このように当海域の海況は対馬暖流の勢力のみならず，中国大陸沿岸水，黄海

冷水，九州沿岸水等の水塊の消長および気象条件の変動に大きく左右される．調査海域は対馬暖流

々軸のほぼ西側縁辺付近黄海冷水との混合水域にあたる海域である．

等深線は水深が深くなるにしたがってほぼ南北に伸びている（Figs、２，３)．これはこの海域が束

支那海大陸棚より沖縄舟状海盆の北端に存在する男女海盆に向って漸次深くなっていく斜面部にあ

たることを示している．31.-23'Ｎ，127.-10'Ｅの地点を中心に水深105ｍ以浅の海域より東方に台

形状に突出した高まりが127.-30'Ｅ，水深130ｍの地点までみられる．

また水深１１５ｍから水深１２０ｍの間には巾１２．０ｋｍ，水深１３０ｍから水深140ｍの間には

40.0ｋｍにわたって平坦面が存在する．その勾配はそれぞれ0.-02′と0.-01′であり，漁場全域の海

底面は起伏も少くなく極めて平坦な海底面となっている．

Ⅱ、底層の海況と漁況底棲性の魚類の分布は底層水の水温，塩分に大きく左右される．1970年

の水温，塩分の水平分布，漁獲分布(Fig.4-1)を染ると漁場の北西部および南西部は水温１４．０°Ｃ，

塩分34.65％の等温線，等塩線がみられ，それより西側は相対的に柔て低温，低かん域となってい

る．また漁場の中央部Ｓｔ、２７は孤立した水温１３．８°Ｃの低温域である．漁場の南東部は水温

16.0.Ｃ，塩分34.75％の相対的に高温，高かん水に広く覆われ，これから北西方へ模状に張り出し

がみられる．1970年における単位時間当り平均漁獲量は４２．９ｋｇであるがＳｔ、２７での漁獲量は

53.6ｋｇと平均値よりやや多く，Ｓｔ、３６，Ｓｔ，３５でそれぞれ７５．２ｋｇ，315.3ｋｇ漁獲した．この

St、３５での漁獲量は３ケ年間のうち最大の漁獲量となっている．Ｓｔ，３５，Ｓｔ、３６についてみると水

温１５．０～16.0°Ｃ，塩分34.65～34.75％であり，暖水塊が南東より北西方へ模状に張り出している

地点にあたる．また両地点における曳網方向についてみるとこの暖水塊の張り出しの先端付近をほ

ぼ等温，等塩線に沿って曳網している．Ｓｔ、２７は孤立した冷水域でその周辺は等温線，等塩線とも

複雑に蛇行しているのがみられる．Ｓｔ，３５，Ｓｔ、３６に近接したＳｔ，２５，Ｓｔ，４０では漁獲量は２３．６

kg，８．０ｋｇ，と少くない．これは両地点とも両方の比較的低い水温域での曳網時間が長く曳網終了

地点だけが暖水域で終っている結果と思われる．これらの多獲地点に反して漁獲量の少くない地点

はＳｔ、３２，Ｓｔ，３３，Ｓｔ、４０でそれぞれ９．８ｋｇ，９．０ｋｇ，７．５ｋｇ，と１０．０ｋｇ以下である．

また当海域の鉛直断面図（Fig.5-1）をみるとＳｔ、３６，Ｓｔ、４０の低層に対馬暖流の大陸棚上へ

の“はい上り”現象とみられる暖水塊がみられる．これが１６．０°Ｃと15.0.Ｃの等温線の間隔を狭

くしているし，小規模ではあるがＳｔ、４０，Ｓｔ，３６で低層との間に水温逆転が起っている．

1971年の水温，塩分の水平分布，漁獲分布（Fig.4-2）を象ると漁場の北西域は水温14.0°Ｃ，

塩分34.40％以下の相対的に低温，低かん水域，南東側は水温１５．０｡～15.4°Ｃ，塩分34.60～34.80

％の高温，高かん水域に二分することが出来る．

漁場中央部をほぼ東西に切る鉛直断面図（Fig.5-2）を承ると漁場南東部のＳｔ、９地点では表層

付近で水温18.Ｃ台，低層でも１６℃台と比較的高温である．これより北西域に行くにしたがって

水温は低くなり，塩分も不連続ではあるが低かんとなっている．

1971年の平均漁獲量は１４．８ｋｇである．Ｓｔ、９では２２．３ｋｇ，Ｓｔ、１０では漁獲なくＳｔ、１２，

St、１４，Ｓｔ、２はそれぞれ１７．０ｋｇ，３８．０ｋｇ，４４．８ｋｇと，多くなっているＳｔ、２（Fig.４－２）
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について染ると水温１４．０°Ｃの等温線が小さく北西方に屈曲し，局部的に不連続な海況となってい

る．また表層から低層まで水温１４．０°Ｃ台，塩分34.50～34.65％で水温，塩分共，鉛直差が非常

に少さい（Fig.5-2)．これはこの地点が顕著な混合水域であると考えられる．

St、６は水温15.3.Ｃ,塩分34.62％で６０．５ｋｇと多獲された地点である．これは曳網終了地点で

は水温較差はみられないが，曳網開始地点が北西方の混合水域付近であったためと思われる．

1972年の水温，塩分の水平分布，漁獲分布（Fig.4-3）をみると漁場中央部の底層には水温

15.0.Ｃの等温線が波状に入り込んでいる．また漁場南部においては水温１６．０℃の等温線が模状に
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西北西方へ折れ曲っているが，前２年に比較して水塊の変動が小さいと考えられる．等塩線につい

て糸ると34.60％の等塩線は水温15.0.Ｃの等温線にほぼ沿って南北に似た形状を示し蛇行してい

る．1972年の平均漁獲量は１２，９ｋｇで1971年よりやや少なく３ケ年間で最も少ない漁獲量であ

る．特に漁場北部の31.-30'Ｎ，以北，Ｓｔ、６，Ｓｔ、７，Ｓｔ，８，Ｓｔ、１１の各地点では漁獲なく，そ

の他のＳｔ、５，Ｓｔ、１０，Ｓｔ，３３でも１０．０ｋｇ以下と少なく，僅かにＳｔ、９で１０．８ｋｇ，と１０ｋｇ

を超えているにすぎない。また漁場の西部Ｓｔ、２７，Ｓｔ、２でも漁獲なくＳｔ、２６では８．０ｋｇと少

ない．これに反して漁獲量の多い地点は暖水が東方から西方へ張出している水温１５．０｡～16.0℃の

等温線の先端付近に集中している傾向が見られる．漁場を南北に切る鉛直断面図（Fig.5-3）をみ

ると漁場を等温線により南部，中部，北部に大きく３分することが出来る.この南部漁場のＳｔ､１４，

St、１８，Ｓｔ、１７とＳｔ、３０についてみるとＳｔ、１７を中心に暖水塊が西方へＶ字状に張り出してい

ることがわかる．漁獲量はＳｔ、１４で１９．０ｋｇとやや多く，Ｓｔ、１７で８７．９ｋｇと最も多い．中部

のＳｔ、１２，Ｓｔ、２９，Ｓｔ、７では表層まで水温１７．０℃，塩分３４．６５％の等温線，等塩線がみられ，

海底面上約１５ｍまで15.0°Ｃの水温に覆われている．この中部は南部に比較して相対的に表層か

ら低層まで低かん水がみられＳｔ、７で漁獲なく，Ｓｔ、１２で２．１ｋｇと少ない．しかしＳｔ、２９で

43.2ｋｇと多獲されている．これは曳網終了地点が冷水域で終っているが，曳網した区域が南西方

の潮境付近を曳網しているためと思われる．北部も南部と同じく暖水域となっているが，南部ほど

顕著ではない．しかしＳｔ、９では水温１６．０°Ｃの等温線が底層まで伸び水温17.0.Ｃの等温線が

100ｍ層まで達し，鉛直方向の温度較差が小さいことがわかる．一方等塩線についてみると，暖水

塊の張り出している地域，即ち南部のＳｔ、１７，Ｓｔ、１８，北部のＳｔ・９，Ｓｔ・１０の付近では３４．６５

％の等塩線が５０ｍ層まで伸び34.60％の等塩線が底層まで達しているが，中部のＳｔ、７，Ｓｔ,２９，

St、１２の相対的に冷水域と染られる地点では34.65％の等塩線が１０ｍ層付近に34.60％の等塩

線が８０ｍ層付近まで達し巨視的に等温線とほぼ似た傾向がみられる．

5０

2,(1971）

1００

Ｆｉｇ．５．Verticaldistributionoftemperatｕｒｅａｎｄｓａｌｉｎｉｔｙ，ａｎｄｔｈｅ

ｃａｔｃｈｏｆＰａｍｐｕｓａｒｇｅｎｔｅｕｓ（Euphrasen)，ｂｙｗｅｉｇｈｔｐｅｒｈｏｕｒ
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０

鹿児島大学水産学部紀要第２３巻（1974）

Fｏｒｋｌｅｎｇｔｈ（c、）

Ⅲ、底層水温と漁獲量３ケ年間の総曳網回数６６回のうち３４回は単位時間当り１０．０ｋｇ以上の

漁獲量があった．これらの曳網時の単位時間当り漁獲量が１０．０ｋｇ以上あった時の曳網時の底層水

温の頻度分布（Fig.６）をみると漁獲された水温範囲は１３．５｡～16.5℃でこれから糸るとマナガツ

オは暖水性で適温範囲がやや小さい魚類であるといえる．また３４回中半数以上の１８回が水温

14.5｡～15.5°Ｃの間に集中している．
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５
０
５

２
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（
誤
）
〆
Ｕ
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の
コ
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要約

1970年，1971年，1972年各３月束支那海，男女群島女島南西海域でトロール漁業試験および海

洋観測を行ない海況とマナガツオの漁獲量との関係について次のような結論を得た．

１）当海域は東支那海大陸棚上より沖縄舟状海盆へ緩やかに傾斜する斜面に位置し海底面上は極

めて平坦でトロール漁場に適している．

２）３ヶ年を通じて低層は水温13.0～16.0°Ｃ，塩分34.40～34.80脇であり，それぞれの年によ

さらに漁獲時の底層水温とその平均漁獲量についてみると水温１３°Ｃ台３１．５ｋｇ，１４°Ｃ台２６．９

kg，１５°Ｃ台４９．７ｋｇ，１６℃台３５．９ｋｇであり，これから染ると１５°Ｃ台が最も好漁で，１６°Ｃ台

がつづいている．これを前述の漁場構造の面から染ると水温１５｡～16°Ｃで暖水塊が舌状に張り出し

あるいは水温の１５°Ｃを中心にした逆転域，および複雑な温度分布となっている部分で好漁が染ら

れることと符合するようである．

Ⅳ、体長組成1971年，1972年の３月漁獲したマナガツオ４０６尾，２８０尾，計６８６尾について

魚体長（尾又長）を測定した結果（Fig.７）22.0～24.0ｃｍが最も多く1971年，２９．７％，1972年

42.4％を占めている．

また20.0～26.0ｃｍの体長魚についてみると1971年７８．５％，1972年９０．８％に達している．

また1971年には２２．０～24.0ｃｍのモードの他に１４．０～15.0ｃｍの範囲にもモードがみられる．
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Ｆｏｒｋｌｅｎｇｔｈ（c、）

Ｆｉｇ．７．Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎｏｆｔｈｅ

ｆｏｒｋｌｅｎｇｔｈｏｆＰａｍｐｕｓａｒｇｅｎｔｅｕｓ

（Euphrasen)．
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Ｆｉｇ、６．Ｈｉｓｔｏｇｒａｍｓｓｈｏｗｉｎｇｔｈｅｂｏｔｔｏｍ
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ｈａｕｌｉｎwhichｍｏｒｅｔｈａｎｌＯｋｇ

ｏｆＰａｍｐｕｓａｒｇｅｎｔｅｕｓ（Euphrasen）

ｗｅｒｅｃａｕｇｈｔ，
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日本遠洋底曳漁業協会（1970）：遠洋底曳情報１～２０

日本遠洋底曳漁業協会（1971）：遠洋底曳情報１～２０

水戸敏・千田哲資（1967)：日水誌，33,948-951．

庄島洋一（1961〕：西水研報，21,67-74.

T・ＡｂｅａｎｄＴ・Kosaki（1964)：Japan．Ｊour・Ichthyol・Vol・XII，29-31.

K.Ｔｉｅｗｓ（1973）：TechnicalConferenceonFisheryManagementandDevelopment、1-22.

T,SentaandSen-MinTall（1973〕：Seafdec/ＳＣＳ，Ｓ-12．

ＬｉｕＥＨａｎｄｌ,Ｓ・Ｔｕｎｇ（1956）：Rept，Inst・Fish，Biol，Ｉ（１）1-45．
LｉｕＥＨ（1959）：Ｉbid.，Ｉ(3)，16-33.

り海況は若干異なるが漁況との関係について承ると漁獲量の多い地点は，暖水塊の張り出しの先端

付近，潮境周辺，水温逆転域などに集中している傾向がみられる．

３）好漁時（単位時間当り漁獲量１０．０ｋｇ以上）の底層水温は１３．５｡～16.5°Ｃであり，なかでも

15°Ｃ台が最も好漁で，１６°Ｃ台がこれにつづいている．

４）マナガツオの魚体長（尾又長）は２０．０～26.0ｃｍのものが８０～９０％を占めている．

終りに本研究を始めるにあたり御指導いただいた鹿児島大学江波澄雄助教授，観測資料整理に際

し御教示いただいた茶円正明助教授に対し深甚なる感謝の意を表する．また資料蒐集の機会を与え

られ，御協力下さった“かごしま丸，，植田総一船長をはじめ調査に協力いただいた，西徹，有馬純

宏各航海士および乗組員各位に深謝する．

文 献

ｊ
７
Ｊ
７
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

１
２
３
４
５
６
７
８
９

東川・益満：東支那海におけるマナガツオについて－１


